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研究成果の概要（和文）： 
 本研究の目的は、1990 年代に激しい紛争を経験したシエラレオネという西アフリカの小国
に注目し、その都市部における精神保健状況を多角的に調査することにあった。主な調査項目
は、①植民地期の精神保健状況、②精神保健の「サービス提供者」の現状とニーズ、③精神保
健の「当事者」の特性、④薬物の乱用状況、⑤薬物取締・リハビリテーション関連の法制度、
⑥伝統的治療者の実践活動、の 6項目であった。①植民地期の精神保健状況としては、公文書
館での史料収集の結果、当時の主要な精神疾患や医療施設の詳細を明らかにすることができた。
②精神保健の「サービス提供者」については、シエラレオネ精神科病院、シティ・オブ・レス
トなどを対象に調査を行い、その規模、スタッフ、入院患者、課題などの諸項目について情報
を収集した。③精神保健の「当事者」の特性については、シティ・オブ・レストという施設で
共同生活をおくる精神病者に対して聞取調査を行い、「スピリチュアル・アタック」などの主訴
があることを考察した。④薬物の乱用状況と⑤薬物関連の法制度については、医療機関のほか、
「ゲットー」や「カルテル」と呼ばれる薬物密売・喫煙所を訪問して薬物依存症者への聞取調
査を実施したり、薬物関連法の情報収集を行ったりした。⑥伝統的治療者の実践については、
フリータウン郊外で精神病者への治療を実践する伝統的治療者に対して聞取調査を行った。 
 
研究成果の概要（英文）： 
 The aim of this research is to examine various mental health issues in the urban areas of 
post-conflict Sierra Leone. The topics examined in the research include colonial psychiatry 
in Sierra Leone, the challenges and needs facing mental health institutions and people 
living with mental health problems, drug abuse, drug law enforcement, and the practice of 
traditional healers. The various data and information were widely collected not only at the 
mental health institutions like Sierra Leone Psychiatric Hospital (SLPH) and City of Rest 
(CORE) but also some “ghettos” and “cartels”. A ghetto is a place where soft drugs like 
marijuana and tobacco are smoked, and a cartel is where hard drugs like cocaine and 
heroin are abused. 
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１．研究開始当初の背景 

西アフリカの小国シエラレオネでは、

1991 年から 2002 年にかけて激しい内戦が
展開された。そして、その過程のなかで、少

年たちがゲリラに誘拐されて児童兵にさせ

られたり、少女たちがゲリラ兵の「妻」とし

て事実上の性的虐待を受けたりするなどの

深刻な人権侵害状況が広範にみられた。また、

ゲリラ兵が一般市民の四肢を切断するとい

う衝撃的で残虐な暴力行為が繰り返された。

さらに、マリファナ、ヘロイン、コカインな

どの薬物が戦闘員や若者の間で広く使用さ

れた。こうした内戦下での暴力や薬物使用は、

児童をはじめとする様々な社会階層の人々

に身体的な傷や障害はもちろん、トラウマ、

心的外傷後ストレス障害（PTSD）、神経症
といった多くの心の問題を残した。そして、

紛争後の今日、戦闘員と非戦闘員にかかわり

なく、その心のケアが精神保健上のひとつの

重要な課題となっている。 
ところが、紛争後のシエラレオネでは、紛

争前よりも精神保健サービスに対するニー

ズが一層高まっているにもかかわらず、従来

からみられたわずかばかりの精神保健関連

施設は内戦によって大きな被害を受けてお

り、同国唯一の公立精神科病院が運営を再開

したとはいえ、いまだかなり限定的なサービ

スを提供しているにすぎない。 
 
 
２．研究の目的 
本研究の目的は、精神保健サービスの必要

性がこれまで以上に高まりつつあるにもか
かわらず、その提供が極めて限定的な状況に
ある紛争後のシエラレオネに注目し、地域研
究的な視点から、特に同国都市部の精神保健
の現状とそのサービス向上のあり方に関す
る複合科学的な基礎調査を実施することに
あった。 
 
 
３．研究の方法 
具体的には、本研究では、シエラレオネ都

市部（主に首都フリータウン）に焦点を絞り、
同国に現存する唯一の精神医療機関である
「シエラレオネ精神科病院」（Sierra Leone 
Psychiatric Hospital: SLPH）と、やはり同
国のほぼ唯一の民間精神保健リハビリテー
ション施設である「シティ・オブ・レスト」
（The City of Rest: CORE）の 2つの施設を
主要な拠点にしながら、文献調査や聞取調査

といった方法を用いて精神保健をめぐる以
下の諸項目について明らかにした。 
 
(1) 植民地期の精神保健状況 
(2) 精神保健の「サービス提供者」（SLPH、

CORE）の現状とニーズ 
(3) 精神保健の「当事者」（入院患者、外来患
者、施設入所者、薬物依存症者など）の特
性 

(4) 薬物（マリファナ、ヘロイン、コカイン、
鎮痛剤など）の乱用状況 

(5) 薬物取締・リハビリテーション関連の法
制度 

(6) 伝統的治療者の実践活動 
 
 
４．研究成果 
(1) 植民地期の精神保健状況 
 イギリスおよびシエラレオネの公文書館
などで史料を収集し、植民地期のシエラレオ
ネにおける精神保健状況の史的分析を行っ
た。その結果、植民地期のシエラレオネでは、
躁鬱病、てんかん、舞踏病といった精神疾患
が解放奴隷のなかにみられたことがわかっ
た。また、19世紀中葉に精神病者用のアサイ
ラムが設立されると、ナイジェリアやゴール
ドコーストといった他の英領西アフリカ植
民地から精神病者がシエラレオネのアサイ
ラムに送致され、長期にわたって同施設に収
容されていた事実が判明した。また、同アサ
イラムでの精神病者の生活実態などもかな
り詳細に把握することができた（そうした研
究成果は、後述の「５．主な発表論文等」欄
の②にまとめた）。 
 
(2) 精神保健の「サービス提供者」の現状と
ニーズ 

 19 世紀中葉に創設されたシエラレオネの
精神病者用アサイラムは、植民地期の 1947
年に「キッシー精神病院」（Kissy Mental 
Hospital）へと改称され、1990年代の内戦で
破壊されたものの、紛争後に再建され、2006
年に SLPHへと改称された。 
 数回にわたる現地調査の結果、以下のよう
な SLPH の状況とニーズが明らかになった。
まず SLPH には、2008 年時点で非常勤精神
科医 1名、精神科看護師 2名、その他の職員
65名が勤務していた。10病棟に約 400床の
ベッドが設けられていたが、スタッフや資金
の不足のために実際に入院していたのは 100
名程度であった。入院形態としては、任意入
院は極めて少なく、家族や警察などによって
連れてこられる、いわゆる強制入院が主流で
あった。入院期間は原則 2カ月とされていた
が、身寄りや行く場所がないために長期にわ
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たって入院生活を続けている者（いわゆる社
会的入院患者）も少なからずみられた。入院
患者の男女比は 4:1 であり、入院患者の約
60％が薬物依存症の患者で占められていた。 
 他方、COREは、約 20年前にキリスト教
の牧師が設立した、シエラレオネ唯一の入所
型施設である。COREでは 40名のゲストが
生活しており、半数以上が薬物依存症者であ
った。それ以外の者は、統合失調症や鬱病と
いった精神疾患のほか、「スピリチュアル・
アタック」（spiritual attack）などを主訴と
していた。「スピリチュアル・アタック」と
は、悪霊による霊的な攻撃によって心身に変
調をきたす状況を指し、シエラレオネの精神
保健状況ではかなり広範にみられる「診断」
あるいは「症状」といえる。 
 このほか、調査開始後、シエラレオネ北部
の都市マケニにおいて、カトリック系教育機
関の「ファティマ・インスティチュート」
（Fatima Institute）が数年前から精神科ク
リニックを運営していることが判明し、同ク
リニックの活動を調査することができた（そ
うした研究成果は主に④にまとめた）。 
 
(3) 精神保健の「当事者」の特性 
 2010年 3月に COREにおいて精神障害者
35名に対する聞取調査を実施し、その基本属
性、障害に対する認知、発病後の対応、地域
生活のためのニーズなどの諸項目について
情報収集を行った。その結果、「自分がなぜ
COREにいるのかを知っているか」という質
問に対しては、35名のうち 28名（82％）が
「知っている」と答えたのに対して、「わか
らない」と答えた者が 6名（18％）いた。ま
た、CORE にいる理由として、「アルコール
を含む「薬物」を挙げる者が 13 名と最も多
く、そのほか「鬱病」や「スピリチュアル・
アタック」を CORE入所の理由に挙げる者も
いた。さらに、「発病後にどのような治療を
受けてきたのか」という質問については、35
名のうち 9名が通常の医学的治療を受けてき
たと答えたのに対して、「伝統的治療」を挙
げた者が 6 名、「キリスト教の信仰治療」を
挙げた者が 5 名、「イスラームの治療」を挙
げた者が 2名いた。このことから、シエラレ
オネの精神保健を考える上で、伝統的治療や
信仰治療を視野に入れることの重要性が再
確認された（そうした研究成果については、
主に⑤にまとめた）。 
 
(4) 薬物の乱用状況 
 SLPH、CORE、「ゲットー（ソフトドラッ
グの販売・喫煙場所）」「カルテル（ハードド
ラッグの販売・喫煙場所）」などにおいて薬
物依存症者への聞取調査を実施した。その結
果、シエラレオネ都市部では、最も広範に乱
用されているのは依然としてマリファナで

あり、ゲットー以外にも露店や道端の売店で
容易にマリファナを購入できることが判明
した。また、カンナビス（大麻草）がフリー
タウン郊外のウォータールー地区を中心に
栽培されていることもわかった。さらに、マ
リファナほどではないものの、カルテルにお
いてヘロインやコカインも相当程度乱用さ
れていることが明らかになった（そうした研
究成果については、主に③にまとめた）。 
 
(5) 薬物取締・リハビリテーション関連の法
制度 
シエラレオネでは、2008 年に「薬物管理

法」（National Drugs Act, 2008）が制定され
た。現地調査で同法原文を入手し、その和訳
（抄訳）を行った（後述の「５．主な発表論
文等」欄の⑧に収録）。 

 
(6) 伝統的治療者の実践活動 
 2008 年 8 月、フリータウン郊外で主に精
神疾患者の治療を行う伝統的治療者（呪医）
を訪問して聞取調査を実施した。この呪医は、
水、草木、コーランを含む呪物や呪詛を用い
て、薬物依存症やてんかんなどの治療を実践
していた。 
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